
高崎山の吉名である『四極山』 (しはすやま) (こちなんで名づけられました。

古代、高崎山は四極山と呼ばれており、開校記念歌の中にも

『紫こむる四極山』と詠われていることからこの名前に決まりました。

又、万葉集にも『四極山　打ち越え見れば　笠経の島こぎかくる棚無し小船』と詠われています。


